
音楽を愛するひとたちが、出会い、つながり、 

こころが響きあってゆたかなひとときをともにすごす…  

そんな素敵なクラシック音楽のサロンをわたしたちのまちに創りだします。 

演奏家とお客さまの出会い、ふれあい、響きあいが 

このサロンからまちへとひろがっていきますように… 

2026年4月18日(土) 
13時30分 開場 
14時00分 開演 

（終演は16時頃の予定） 

事前申込先    asca-concert@mbp.nifty.com 
上記アドレスまたはQRコード（ascaホームページ）からお申し込みください。 

（プログラムは、当日変更になる場合がございます。） 

会場 

フォルティーノビル１F多目的ホール 

入場料 1,000円 
定員 40名（要事前申込） 

a s c a サ ロ ン コ ン サ ー ト   

～ こ の ま ち の 響 き あ い ～  
第 1 0 回 演 奏 会  

笛    福原 徹 （篠笛・能管）       
ピアノ 中川 俊郎 
 オープニング演奏 ： 洗足池篠笛ワークショップ 笛福会 

中川 俊郎 

福原 徹 

日本の抒情歌 篠笛とピアノによる  

序の舞より 能管独奏による  
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千年の桜 福原徹／中川俊郎  
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催
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。 

フォルティーノビル １階多目的ホール 

 大田区西蒲田７－１８－４ 

東急池上線蓮沼駅から徒歩１分 

JR/東急蒲田駅西口から徒歩12分 

 駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用
いただくか、近隣の有料駐車場のご利用をお願いいた

します。 

 建物入場後、多目的ホールまでに階段が4､5段ほどあ
りますので、あらかじめご承知おきください。昇降に

際して、必要な方はスタッフがお手伝いいたしますの
で、ご遠慮なくお声がけください。 

 

  

 

 

NPO法人大田まちづくり 
芸術支援協会（ａｓｃａ） 

連絡先 ａｓｃａ事務局  
 03-3731-4126 asca-office92@nifty.com 

「洗足池春宵の響」のひとコマ 


